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1．研究の背景と目的 
平成19年における交通事故死者数は7年連続で減少し，
5,000人台にまで減少してきたが，平成24年までに交通
事故死者数を5,000人以下にする目標2)達成のためには
実際に事故が発生した箇所における安全対策のみならず，
交通事故に至らないまでも潜在的に交通事故危険性が高
い箇所を抽出し，予防的な交通安全対策事業を行うこと
も重要な視点である． 
国土交通省では，道路行政マネジメントにおける達成
度報告書・業績計画書1）の交通安全分野では交通事故削
減を目的に，「交通事故死者数」「死傷事故率」を指標
として幹線道路の施策を評価しており，事故が多発し，
緊急に交通安全を確保すべき道路において，交通安全対
策事業を実施して，一定の効果を挙げてきている． 
一方で近年，ITS技術を活用することで長期的なデー
タ取得が可能となってきている．バスやタクシー，物流
事業者では，車両運行管理等を目的として，自社の車両
にGPS車載器やドライブレコーダー（以下，ＤＲ）を搭
載している．一定の時間間隔や走行距離で移動体(車両)
より，緯度・経度や速度，加速度等といったデータ（以
下，プローブカーデータ）が収集され，恒常的・長期的
に道路交通状況の把握が可能である． 
また，加速度データを分析することで，急ブレーキ
や急ハンドルといったドライバーが危険を回避する挙動
（ヒヤリハット）をした箇所を特定することが可能であ
る．本研究では，潜在的な交通事故危険性を示す指標と
して，ヒヤリハットに着目する．この背景には，ハイン
リッヒの法則に似た階層が存在すると仮定している．こ
の階層に従えば，「1つの重大事故の背後には29の軽微
な事故があり，その背景には300のヒヤリハットが存在
する」と言いかえることが可能である．交通事故が発生
する背景には，多数のヒヤリハットが発生していると考
えられ，ヒヤリハットを分析することで，潜在的な事故

発生地点を予め把握することが可能となる，ヒヤリハッ
トが多発する交差点を明示が可能となるなど，交通安全
分野におけるデータ活用が期待できる． 
バス，タクシー，物流等の事業者により提供された
プローブカーデータを利用して,ヒヤリハット多発地点
や事故多発地点，ドライバーの運転挙動等を分析し，そ
の結果を事業者へフィードバックを行うことで，事業所
従業員の安全教育へのデータ活用，さらには道路行政の
交通安全面（事業実施後のモニタリング等）へのデータ
活用をすることが可能となる．また，データ提供と分析
結果のフィードバックを通じて事業者との恒常的なパー
トナーシップを構築することが可能となるものと考える． 
本研究では，上記のようなデータ活用を想定した上
で，物流事業者より提供されたプローブカーデータを利
用して，ヒヤリハット特性の把握を目的とする．具体的
には次の2点について分析する． 
・ どのような状況（時間帯や道路特性等）でヒヤリハ
ットが発生しているのかを把握する 

・ 交差点，単路部においてヒヤリハットが発生した際
の旅行速度を把握する 
 
2．既往研究の整理 
プローブカーデータを利用した危険挙動やヒヤリハ
ット把握の方法として，古屋3）らは，ＤＲにより取得さ
れたプローブカーデータにおける加速度の出現状況，交
差点での生起状況の基礎的特性を把握し，特異走行抽出
の方法を提案している．また，矢部4）らは，プローブカ
ーデータの基礎特性，データ誤差の発生要因を明らかに
し，データクリーニング手法の提案，車両の特異挙動の
抽出を行い，交通計画への活用形態の提案を行っている． 
ヒヤリハットと事故についての関連性の分析を行っ
た取り組みとして，古屋5）らは,交通事故データよりヒ
ヤリデータの特性を把握する一方で，被験者へのアンケ
ート調査を実施し，ヒヤリハットと実際の交通事故との
関連性の分析を実施している．その結果，交通事故とヒ
ヤリハットが比較的類似した傾向を示す一方で，追跡事
故などでは異なる傾向があることを明らかにしている．
また，山本6）らは名古屋市周辺エリアを走行するタクシ
ープローブデータの急ブレーキデータと実事故データよ
り潜在的危険地点の抽出可能性について，交通事故と急
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減速発生の頻度モデルを用いて検討しており，いくつか
の条件下で，急減速頻度と交通事故との関係性を見出し
ている． 
本研究は，日本の物資流動を支える物流トラックを
対象に，どのような状況（時間帯や道路種別，路線等）
で、ヒヤリハットが発生しているのかを分析し，把握を
行う． 
 

3．利用データとデータ生成方法 
（1）利用データ 
本研究では，名古屋都市圏を走行する物流トラック
より取得されるプローブデータを利用する．対象とする
物流トラックは，石油やLPGガスを製油所から給油所へ
配送する10tのタンクローリーである．プローブデータ
は，データテック社のセーフティレコーダーを搭載する
ことで取得しており，走行時には1秒間隔，危険挙動発
生時には0.1秒間隔で危険挙動発生時前後30秒間の計1分
間のデータが取得される仕組みとなっている．以下に利
用データの概要と走行の特徴を示す． 

表1 分析データの概要 
車両 タンクローリー 10t車 130台 

期間 2007年6月1日～10月31日（5ヶ月間） 
取得 
データ 

走行履歴データ（1.0秒間隔） 
※危険挙動時のデータ取得（0.1秒間隔） 

デ
ー
タ
概
要 取得 

項目 
日付，時刻，緯度経度，走行速度，前後加
速度，横加速度，方位加速度，測位等 

走行 
エリア 

名古屋，四日市，松阪等の 
中京都市圏 

走行距離 約220km/日 
時間帯 深夜2時頃から夕方に多く走行,夕方16時台

～深夜2時台の走行は少ない 
道路種別 高速道路～国道で約80% 

高規格な道路を走行 

走
行
の
特
徴 

走行速度 平均旅行速度:40～50km/h 

なお，本研究の分析は，物流トラックが主に走行を
している名古屋市を中心とした30×40kmで囲まれたエ
リアを対象としている． 
 
（2）データ生成方法 
取得されたプローブデータはマップマッチングを行
った後に，欠損値，異常値の削除を行い，閾値を用いて
ヒヤリハットを設定している．ヒヤリハットについては，
交差点，単路部別に発生状況の集計を行っている．以下
では，本研究におけるヒヤリハットの定義（ヒヤリハッ
トデータの閾値設定），交差点・単路部の設定方法につ
いて説明する． 
1）ヒヤリハットの定義 
本研究でヒヤリハットデータとして，前後加速度の
値を利用する．前後加速度とはドライバーがブレーキを

踏むことにより生じている加速度であり，加速度の発生
状況は車両の大きさや積載量によっても異なることが知
られている．そのため，前後加速度の累積分布から閾値
を設定し，閾値を超えるデータについて，ヒヤリハット
データとして定義する．図1に前後加速度の累積分布を
示す．前後加速度「-0.3G以下」が1.5％，「-0.4G以
下」が0.65％，「-0.5G以下」が0.21%で発生しているこ
とが確認される．  
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図1 前後加速後（減速時）の累積分布 
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図2 前後加速度（減速時）別の発生地点 
また，図2にように前後加速度（減速時）別の発生地
点を確認したところ，地図上の多くの地点で「-0.3G以
下」，「-0.4G以下」で発生しており，「-0.5G以下」で
は，ある程度の箇所に集中している状況が見られた． 
そこで本研究におけるヒヤリハットは、「-0.5G以下
の前後加速度が発生」した場合として定義する． 
2）交差点・単路部の設定方法 
ヒヤリハット地点は，交差点と交差点以外（＝単路
部）に分けて集計を行う．以下に各々の設定方法につい
て説明する． 
a. 交差点 
交差点はデジタル道路地図において，道路リンク交
差している地点を中心に半径30mの円内を交差点として
設定している（図3）．樋口ら7)は，交差点を，交差の
中心点からの半径30mを設定することで，ヒヤリハット
回数割合と事故発生場所の事故発生件数割合が同等とな
るとの結果を得ており，本研究においても同様の設定と
した．より走行軌跡が交差点内に存在し，かつ，-0.5G
以下の前後加速度が発生している場合に交差点内でのヒ
ヤリハットが発生しているものとして，集計を行う． 
なお，交差点別の集計を行うにあたって，交差点が
連続して存在し，半径30mの円が重なる場合には，ヒヤ



リハット発生地点が，交差点の中心からの距離が短い方
の交差点におけるヒヤリハットとして集計を行う． 

30ｍ 30ｍ

交差点

30ｍ 30ｍ

交差点  
図3 交差点の設定方法 

b. 単路部 
単路部は，上記で設定した交差点をDRMリンクから除
いた部分の道路リンクとして設定している（図4）．な
お，プローブデータとして，マップマッチング後のデー
タを利用するため，走行軌跡はすべて道路リンク上に置
き換えられているため，交差点のような領域の設定は必
要としていない． 

交差点 交差点 交差点

単路部 単路部 単路部 単路部
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図4 単路部の設定方法 

分析対象エリア内における交差点及び単路部の個数
は，交差点80,477箇所，単路部197,641箇所である． 
 
4．ヒヤリハット特性の分析 
ヒヤリハットの特性分析として，6つの分析を実施し
ており，以下よりその分析結果を示す． 
 
（1）交差点内外おけるヒヤリハット発生状況 
ヒヤリハットは交差点、もしくは単路部のどちらで
発生しているのかについて，発生回数の割合を比較する
と，交差点：単路部= 1：1の割合で発生しており，交通
事故統計【市街地】（平成18年）における交通事故死亡
者数の割合と概ね一致している（図5）． 
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図5 交差点・単路部におけるヒヤリハット発生回数 
 
（2）月別ヒヤリハット発生状況 
月別のヒヤリハット発生回数は，交差点，単路部と
もに7月，10月が他の月と比較して多くなっているが，
走行台キロあたりのヒヤリハット発生回数でが，月別の
差はほとんどない． 
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図6 月別ヒヤリハット発生状況 
 
（3）時間帯別ヒヤリハット発生状況 
トラックの走行の多い時間帯である深夜0時台～4時
台において，ヒヤリハット発生回数，走行台キロあたり
のヒヤリハット回数ともに多くなっている．この深夜の
時間帯は営業所から製油所へ向かう時間帯である．また
ヒヤリハット発生回数は少ないが、単路部17時台～19時
台にかけて, 走行台キロあたりのヒヤリハット回数が多
くなっている状況が確認できる.この時間帯は,ドライバ
ーが取引先への配送が終わり,営業所に戻る時間帯であ
る． 
走行台キロあたりのヒヤリハット回数が多くなる時
間帯は，物流トラックがガソリンを積載していない時間
帯が多く見受けられ,ドライバーの運転は積載の有無に
よって状況に変化がみられるものと考えられる．ただし，
ヒヤリハット発生状況については，発生要因と意識など
の関係をドライバーにアンケート調査を行うなどで把握
することが必要である． 
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図7 時間帯別ヒヤリハット発生状況 

 
（4）道路種類別ヒヤリハット発生状況 
交差点では,比較的規格の低い道路においてヒヤリハ
ット発生回数が多くなっている．ただし, 走行台キロあ
たりのヒヤリハット回数は,指定市の一般市道での発生
回数が多い． 
単路部においては，直轄国道やその他国道，主要地
方道でのヒヤリハット回数が多くなっている．これらの
道路では総走行距離も大きく，走行台キロあたりのヒヤ
リハット回数では，他の道路と比較して発生回数に差は
生じていない． 
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図8 道路種類別ヒヤリハット発生状況 

 
（5）路線別ヒヤリハット発生状況 
国道19号，国道23号，単路部の国道155号において，
ヒヤリハット発生回数，走行台キロあたりのヒヤリハッ
ト回数ともに多くなる傾向がある中で，交差点の国道
153号においては，走行台キロあたりのヒヤリハット回
数が大きくなっていることが確認される 
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図9 路線別ヒヤリハット発生状況 

（6）ヒヤリハット発生時の旅行速度状況 
交差点でのヒヤリハットは，単路部と比較して，低
速度時（0～10km/h）で発生している状況が確認される.
信号停止後の発進や信号交差内での右折待ちからの発進
時にヒヤリハットが発生していることが考えられるが，
交差点部における詳細な分析が今後必要となる． 
また，単路部では，0～30km/h時にもヒヤリハットが最
も多く発生しており，高速走行時よりも頻度としては多
い状況が確認できる. 
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図10 速度別ヒヤリハット発生状況 

 
6．まとめと今後の課題 
本研究では，物流トラックのプローブデータを用い
たヒヤリハット特性の把握を行った．得られた知見を整
理する． 
・ 交差点および単路部におけるヒヤリハット発生回数
に差はみられなかった． 

・ 月別の走行台キロあたりのヒヤリハット発生回数に
はほとんど差がほとんどない． 

・ 走行の多い時間帯以外にも，積載物の無い時間帯な
ど，ヒヤリハットの多い時間帯が存在している． 

・ 交差点については，比較的規格の小さな道路におい
て発生回数，走行台キロあたりのヒヤリハット発生
回数が多くなっている．単路部では，走行台キロあ
たりのヒヤリハット発生回数にほとんど差はない． 

・ 路線別のヒヤリハット発生回数は概ね一致している
が，国道153号交差点のようにヒヤリハット回数が
少なくても，走行台キロあたりのヒヤリハット発生
回数が大きくなる路線も存在する． 

・ 旅行速度別のヒヤリハット発生状況では，低速時に
ヒヤリハットが多く発生しており，交差点では，0
～10km/h時が最も多く発生している. 
本研究では，ヒヤリハット発生状況のマクロな分析
を行ったが，事業者への分析結果のフィードバックとい
う視点に立てば，事業者の安全運転に資するアウトプッ
トを出すことが重要である．そのためには，ヒヤリハッ
ト多発交差点やドライバー別のヒヤリハット発生状況等
の個々の現象を明らかにしていきたい．  
最後に本研究を進めるにあたり，動的交通需要マネジメント

研究会（座長：森川高行教授）のメンバーの方々には貴重なご

意見を賜った．ここに感謝の意を表す次第である． 

参考文献 

1） 国土交通省道路局：利用者満足度，http://www.mlit.g
o.jp/road/ir/ir-user/ir-user.html 

2） 国土交通省道路局：達成度報告書/業務計画書，http:/
/www.mlit.go.jp/road/ir/ir-perform/17g.html 

3） 古屋秀樹，牧村和彦，川崎茂信，赤羽弘和：車載型セ
ンサーを用いた車両挙動の調査・分析方法に関する基

礎的分析，ITを用いた交通データ収集研究報告会，200

2 

4） 矢部努，井上紳一，牧村和彦，毛利雄一，山根啓典，
赤羽弘和：高度情報機器を活用した交通危険個所把握

手法および交通計画への適用に関する研究，第1回ITS

シンポジウム，ITS Japan，2002 
5） 古屋秀樹，萩田賢司，林祐志，森望：ヒヤリ事象と交
通事故との関連性－つくば市周辺を対象として－，第2

1回交通工学研究発表会論文報告集，社団法人交通工学

研究会，2001.10 

6） 山本俊行，三輪富生，寺田昌由：交通事故データとプ
ローブカーデータを用いた潜在的交通事故危険度に関

する研究，財団法人国土技術研究センター 新道路研

究会成果報告会 2008.6 

7） 樋口恒一郎，益子輝男，中嶋康博，牧村和彦：ヒヤリ
ハットデータを用いたアウトカム指標の一考察，土木

計画学研究・講演集 vol.30，2004.11 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts false
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /AoyagiKouzanFont2OTF
    /AoyagiKouzanFontGyousyo
    /AoyagiKouzanFontSousyo1
    /AoyagiKouzanFontT
    /HGSGyoshotai
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.14286
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.14286
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [283.465 419.528]
>> setpagedevice




